
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在、小学校では 210時間（外国語活動【３・４年生】・外国語【５・６年生】）、中学校では 420時間（英語科【全学年】）の外国語教育を行っています。

この小中通じて 630時間の学習が効果的に実施できるよう、本校では次のような取組を進めています。 
 

 ①小・中学校教員相互の授業参観及び協議会の実施 

   お互いに学習内容や授業の進め方などについて理解を深めています。中学校教員にとっては自分の担当する生徒がどのような学習を積み重ねてきたの

か、小学校教員にとっては中学校入学に向けて児童にどのような力を身に付けさせなければならないかを知る良い機会となっています。 
 

 ②中学校英語科教員による小学校への乗り入れ授業の実施 

   中学校英語教員の専門性を活かし、「話すこと」や「聞くこと」などについて“やり取り”を大切にした授業を年に数回行っています。現在、年間計画

に基づく乗り入れ授業の実施に向けて、小中で検討を進めています。 
 

 ③中学校英語と小学校外国語活動・外国語との指導内容の関連資料の作成 

   中学校段階では文法事項の確かな理解や定着が求められます。この関連資料を活用することで、指導する文法事項が小学校段階でどのように取り上げ

られているかを理解することができます。また、「この表現は、小学校○年生で学習しましたね。」と生徒に伝えることで、小中間の外国語学習のつなが

りが意識できるようになります。 


